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男女共同参画社会の形成の促進

男女共同参画キャッチフレーズ募集と若年層への啓発

1

事業目的
誰を（何を）対象に、どのよう
な地域課題やニーズに対し実施
したのか

若年層への啓発活動として、中学1年生を対象に男女共同参画キャッチフ
レーズを募集し、男女共同参画社会を身近な問題として捉え、考える機会
にした。

2

事業概要
事業内容、実施方法、事業実施
時期等のスケジュール（日時・
場所・回数・人数など）

7月全中学校に応募用紙配布。(1100枚)
9月応募用紙回収、332作品の応募がありました。
9月選考会議にて入賞10作品を決定。
11月16日「さんかくまつり」にて表彰、図書券の贈呈を行った。
会場　市民交流施設　ぷらっと

1

団体の専門性、独創性を発揮し
たところ
（うちの団体だからこそ、これ
ができたというアピール）

男女共同参画社会実現にむけて活動し、実績を積んできた協議会だから
共感を得ることが出来、全面的な協力も頂けたと思います。

2

事業の効果について
（どんなところが地域の公共的
な課題の解決に役立ったか、市
民的な広がりと地域の活性化に
つながったかなど）

男女共同参画を啓発できる機会になったほか、社会全体の問題として捉
え、中学生の考える力に繋がった事は大きいと感じました。又、協議会とし
ても若者の声を今後に生かしていくことで活動の広がりを感じられました。

3
事業目的を達成できたか
（どのように達成したのか）

キャッチフレーズをとおして男女共同参画を考える機会になり、若年層へ
の啓発活動としての効果もあったと感じました。

4
事業の継続性
（来年度以降の展望について）

キャッチフレーズを協議会ニュースに掲載することで、若者の声を市民の
皆様に届けられ、広がりにつなげる為継続していきたいと思います。又、
研修会などに入賞作品パネルを展示し市民の皆様に見ていただく機会を
増やしていきたい。

5
自由記入欄
（反省点、事業への意見など）

今回は、協働のまちづくり活動支援事業として行うことが出来たため、全中
学校を対象に行うことが出来ました。おかげさまで予想以上の応募を頂く
ことが出来ました。今後も中学生の声をいかせる事業として取り組めるよ
う規模、予算も含めて考えていきたい。
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